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洵法　 ① 食物史の 哭献的 調査　 ④ 苓 種偏理の実施軽 易度・ よ-a呈味の試験

倦

にi植物性 食品に、Cb) は 恥肺 性覚品に 多＜軸 っマい ること 之あ"S 。 二の原版に 剰 匯的

尨零司面り、 頂らにこじれ乏助隻し荻ものほ宗駈藻面気

⑤ の の峠果 、調 理の軍庄操作 とし'Z (a) は毒､!> (b ）にﾕ焼く似主体 とな っtこ。

こ肌ミ 助長し7″こ妬のに地 質的 原因に基二く水 噴の地違^ 面1 。
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の＠の結果、ca) には砂堺・m 苓御陳吽の壇顛 吏珊似見ら収る｡
⑦（君）②鴫果. 但 ）マぼ碗･ 紋の麹スし）？ほ皿の頻糾食嘔o）至体 ＆なっに

⑦屯? 結果、（a)  ^ ほ深ナ軋Lh)  ？は干すA 倣調理器具O 至体 となった

励のの妬果(a)  万口乳 （に〉？ほすイフ・フォ―ブ妨用いら刺tこ。

以上を總令I ？ ほで）Cいﾌ 尨1 a、匙 郷g  ･ 地緊附尨崖に師i ること似司寺 乙。


